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（中国語の可！） 

 

ピクノジェノール®：関節や心
臓血管への効果の最新研究報告 

 

 



What is Pycnogenol®? 

● ピクノジェノール® は標準化されたフランス海岸松の樹

皮由来の天然植物エキス。 

● 特集な抽出法方で、プロシアニジンと有機酸類の独特

の構成を持つフラボノイド系の有効成分が豊富。 

● 医薬品製品質基準にてフランスの専用製造所で製造さ

れています。 

● 維持可能なな植物源。 

ピクノジェノール®とは？ 



ピクノジェノール®の松の栽培地 

ピクノジェノール®は
、フランス南西部に
あるランド・ド・ガスコ
ーニュの森だけに生
育する単一種の松の
樹皮から採ったエキ
スです。 





● 規格成分：プロシアニジン 70 ± 5% 

● 詳しい構造と分析方法はUSP（米国薬局
方）のモノグラフに掲載されています。 

● 他にはフラボノイド類の単体のカテキンとエ
ピカテキンやタキシフォリン並びに数種類の
有機酸類も含まれています。独特の有効成
分構成になっています。 
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ピクノジェノール®の有効成分： 

USP, Pharmacopoeal Convention, edition 35 プロシアニジ

ン 



品質 

トレーサ
ビリティ 

高い製造
の一貫性 

GMP 

USP 

米国薬局方 

ISO 

専用抽出
工場 

Quality 

Safety Efficacy 



安全性 皮膚の毒性
なし 

急性毒性
なし 

GRAS認可 

高い臨床的
安全性 

慢性毒性
なし 

催奇形  

効果なし 

がん誘発性
なし 

Quality 

Safety Efficacy 



 心臓の健康 

 循環器の健康 

 関節 

 スポーツ 

 アレルギー 

 口腔の健康 

 眼の健康 

 皮膚の健康 

 認知機能 

 女性疾患 

 糖尿病・メタボ 

 …………. 

有効性 の
臨床試験 

の 

学術文献 

パブリシュー
済み 

複数の 

応用 

Quality 

Safety Efficacy 



メドライン・データベース  311査読付文献 

有効性 
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Pycnogenol®ビタミン C ビタミンE リポ酸 

。 

ブドウ 

種子 

Chida ら, Ophthal Res 31: 407-415, 1999 

等しい濃度 
[250 ng/ml] 

ピクノジェノール®の優れた抗酸化作用 
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Wei et al., Redox Report 3: 219-224, 1997 

SOD 
抗酸化酵素 

グルタチオン 
抗酸化物質 

カタラーゼ 
抗酸化酵素 

  

体内の抗酸化力を高めるPycnogenol® 

2.5倍 1.7倍 

1.95倍 

8時間後 

ベースライン 



体内の抗酸化力を高めるPycnogenol® 

研究者 研究テーマ ピクノジェノールの効果 参照文献 

Kim 
（韓国) 

αクロロヒドリン
の精子毒性 

精巣上体組織内の酸化ストレスを軽
減↓MDA；↑GSH；↑CAT 

Phytother Res 
2013 

Khan 
（サウジア
ラビア） 

パーキンソン病
マウス・モデル 

酸化ストレスを軽減↓TBARS；↑GSH；
抗酸化酵素を活性化：GPｘ；GR；GST；
SOD；CAT 

Behavioural 
Pharmacology 
2010 

Parveen 
（インド） 

II型糖尿病ラッ
ト・モデル 

酸化ストレスを軽減↓TBARS；
↓MDA；↓PC。抗酸化酵素の活性
化：GPｘ；GR；GST；SOD；CAT 

Chem Biol 
Interact 2010 

Sehirli 
（トルコ） 

虚血再かん流
障害 

酸化ストレスを軽減↓MDA；↑GSH；
↓MPO。組織病理学的変化を防止。 

Renal Failure 
2009 

Kamuren 
（USA） 

II型糖尿病ラッ
ト・モデル 

網膜組織内抗酸化酵素を大幅に活
性化：↑GR;↑GPｘ。白内障を防止。 

J Ocul Pharmcol 
Ther 2006 

Maritim 
（USA） 

II型糖尿病ラッ
ト・モデル 

酸化ストレスを軽減↑GSH。抗酸化
酵素の活性化：GPｘ；GR；SOD；CAT 

J Biochem Mol 
Toxicol 2003 

MDA: マロナルデヒド; TBARS: チオバルビツール酸反応性物質; PC: カルボニル化淡泊; GSH: 還元型グルタチオ
ン; GPｘ: グルタチオン・ペルオキシダーゼ; GR: グルタチオン還元酵素; GST: グルタチオンS-トランスフェラーゼ; 
SOD: スーパーオキシド・ジスムターゼ; MPO： ミエロペロキシダーゼ 



血しょう  
活性酸素 

[Carr units] 

-25% 

-39% -37% 
-32% 

-37% 

start 4 週間 2 6 10 8 

78 人: 50 mg Pycnogenol® / 日 

77 人: プラセボ  

血しょう中活性酸素量 
 （>300 カー単位 = 酸化ストレス） 

1日50㎎で有意な抗酸化効果を示すピクノジェノール® 

（dROMs法；1 Carr 単位 = 80μg/dL H2O2）  

Belcaro, et al. Minerva Medica. 104: 439-46, 2013. 

臨床試験エビデンス: 

被験者： 
健常な喫煙者 





血流 
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Nishioka et al.,  Hypertens Res 30: 775-780, 2007 



Pycnogenol® の血管内皮機能改善効果 



Nishioka et al.,  Hypertens Res 30: 775-780, 2007 

Hokanson system 

Infusion 
pump 

Infusion 
pump Plethysmograph 

Rapid cuff inflator 

Rapid cuff inflator 

Pressure 
transducer 

ピクノジェノール®が血管内皮の機能を上昇し、血流を改善 



+46% 

+38% 

試験 
開始 

+30% 

  

前腕血流 

[mL/100mL tissue] 

ピクノジェノール®が血管内皮の機能を上昇し、血流を改善 

PYC: 180 mg/day or placebo x 2 weeks 
Nishioka et al.,  Hypertens Res 30: 775-780, 2007 



 

Schonlau. J Appl Cosmetol 20: 241-246, 2002  

血流を改善するうえ、血管より健全にサポート 



Pütter et al., Thromb Res  95: 155-161, 1999 

NO 

NO 

NO 

NO 

Pycnogenol 

ピクノジェノール®が過剰な血小板凝集を抑制し、血液サラサラ 

baseline 25 mg 50 mg 100 mg 150 mg 200 mg 



ピクノジェノールの血流改善効果で身体を全体的にサポート 

N O N O 

Nishioka et al., Hypertens Res 30: 775-780, 2007 

CO2 
O2 

O2 

O2 

血流が改善するとより多くの酸素と栄養素が身体の隅々まで行き
届く。 

より多くの酸素 

より多くなエネル
ギー 

より多くのビタミ
ン 

より多くのミネラ
ル 

ピクノジェノー
ルの血管拡張
作用により、血
流が改善し… 



Kohama, Progress in Medicine 24: 1503-1510, 2004 
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69 69.5 Pycnogenol® 

Yang et al., Acta Obstet Gynecol Scand 86: 978-985, 2007 

start 1 month 3 months 6 months 

Two hundred peri-menopausal women 

P<0.01 

P<0.05 



Hosseini et al., Nutrition Res 21: 1251-1260, 2001 

p<0.05 

93.8 93.7 

92.0 

139.9 
138.9 

132.7 

placebo 



56名の高血圧患者 
Nifedipine必須投与量：
20mg/d （5 mg配合錠剤 x 4
錠） 

57%の被験者が
Nifedipineの投与量を

50％まで減らすことができた。 

21% 22% 

Liu et al., Life Sciences, 74: 855-862, 2004 

 

 
 

 

 
 

 

 
 ピクノジェノール 100mg/dを併

用。 
 
12週間にかけて、Nifedipine
の投与量を2週間毎に調節し
ながら、収縮期血圧 <130 
mmHgを目指す。 
 

試験開
始 

12週間
後： 

副作用はありませんでした。 
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Belcaro et al., Clin Appl Thromb Hemost 12: 440-444, 2006 

ひずみゲージ法プレチスモグラフィー   





α-glucosidase disassembles starch 

Schäfer et al., Diab Res Clin Prac 77: 41-46, 2007 

メカンイズム： Pycnogenol®が糖類の消化・吸収を抑制 

Pycnogenol green tea 
extract  

catechin acarbose 

Relative 
glucosidase 
inhibition 

 
相対的な 

α-グルコシダー
ゼ酵素の抑制

率 

27% 

10% 
0.5% 

α-グルコシダーゼ酵素が糖類を分解 



被験者：II型糖尿病患者; 治療薬不要、ピクノジェノールのみ 
Liu et al., Diabetes Care 27: 839, 2004 

血糖値のコントロールを上昇するPycnogenol® 

５０㎎から 

食後の血糖値 

空腹時 





ピクノジェノール® の抗炎症作用は既に下記 
の炎症疾患に対して証明されている。 
 
ピクノジェノール®の抗炎症作用を示す試験: 

 日焼け 
 月経困難症 
 肩こり・五十肩 
 喘息・アレルギー 

 骨関節炎 



Ex vivo法で単核白血球をLPSで刺激し、
NF-κBの活性化を調べた。活性化率の
摂取前と摂取後の比較。 

Grimm et al., J Inflamm 3: 1-5, 2006 

核内因子κB（NF‐κB）はストレスやサイトカインなどの刺激により活性化される
。中心的役割を果たす転写因子であり、急性及び慢性炎症反応を引き起こす。 

 
薬理学的臨床試験： 健常な被験者が5日間ピクノジェノール® 摂取し、試験前
後に採血し、NF-κBの活性化を調べた。 

ピクノジェノール®の抗炎症作用：NF‐κB阻害作用 

摂取後の活性化率 



NF-kB 

I-kB 

NF-kB 

炎症性メディエータの遺伝子発言を抑制するピクノジェノール®  

NF-κB阻害により幅広く抗炎症作用を示すピクノジェノール 

炎症性 

メディエータ 
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PYC: 100 mg/ day or placebo 
Belcaro et al. Phytother Res, 22: 518-523, 2008 

 

Pycnogenol 
-56% 

プラセボ 
-11% 
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Belcaro et al. Phytother Res, 22: 518-523, 2008 

  

Pycnogenol 
-57% 

プラセボ 
-14% 



Belcaro et al. Phytother Res, 22: 518-523, 2008 

歩ける距離 (トレドミル、速度0.8km/h 10%) 

  Pycnogenol  プラセボ・偽薬 
ベースライン      68 m     65 m 
3か月後     198 m     88 m 



節々の健康をサポートするピクノジェノール®  

1型コラーゲンのmRNA 

+40% +30% 

ヒアルロン酸 
シンターゼのmRNA 

+44% 

軟骨成分コラーゲンとヒアルロン酸の製造を促進するピクノジェノール®。 
 

臨床試験結果：12週間の摂取；皮膚組織の生検 

Marini et al., Skin Pharmacol Physiol, 25: 86-92, 2012  



関節の健康をサポートするPycnogenol®  

1 
軟骨の損傷 
炎症 
疼痛 

関節炎: 



1 2 
ピクノジェノールが 
痛みを和らげ、 

炎症を抑え、 
軟骨を守る。 

 

関節の健康をサポートするPycnogenol®  

関節炎: 



1 2 3 
ピクノジェノールが 

軟骨成分の生成を促進し、 
関節組織を保全。 

関節の健康をサポートするPycnogenol®  

関節炎: 



Pycnogenol® の抗菌作用 

Calvo Torras et al., Phytother Res 19: 647-648, 2005 

カンジダ・アルビカンス 
MIC: 0.005% Pycnogenol 

 黄色ブドウ球菌 
MIC: 0.002% Pycnogenol 

 シュードモナス菌 
MIC: 0.012% Pycnogenol 

Pycnogenol® の最小防止濃度（MIC） 
23種類のグラム陽性・陰性や酵母菌に対する防止効果。 



Calvo Torres et al., Phytother Res, 2005 

 
Micro-organism MID μg/ml Micro-organism MID μg/ml 

Salmonella  sp 100 Streptococcus glucans 50 

Staphylococcus aureus 20 Bacillus cereus 30 

Enterococcus faecalis   50 Candida albicans 50 

Escherichia coli   20 Aspergillus oryzae 90 

Klebsiella pneumoniae   20 Penicillium  funiculosum 90 

Proteus mirabilis 20 Fusarium moniliforme 80 

Pseudomonas aeruginosa 120 Streptococcus mutans 30 

Clostridium perfringens 30 
Actinobacillus 

actinomycetemcomitans 
230 

Campylobacter sp. 250 Lactobacillus acidophilus 50 

 

Pycnogenol® の最小防止濃度（MIC） 
23種類のグラム陽性・陰性や酵母菌に対する防止効果。 

Pycnogenol®の抗菌作用 











  
www.pycnogenol.jp 

www.pycnogenol.com 
 

ピクノジェノール®：関節や心臓血管
への効果の最新研究報告 

 

ご清聴ありがとうございました。 


